
大会プログラム（LIVE・オンデマンド）

� 　オンデマンドでも配信

 第１日目：12月17日（土）

【第１会場】

8：50～9：00 開会式

9：00～9：50 大会長講演　「セルフケアと統合医療　―セルフケアの
意味から考える―」

座長：相原　由花（ホリスティックケアプロフェッショナルスクール学院長）

PL	 セルフケアと統合医療　―セルフケアの意味から考える―
岡　美智代（群馬大学大学院保健学研究科 教授）

10：10～11：00 特別講演１　「新型コロナウイルス感染症パンデミック
を受けて、これからの在宅医療と病院医療を考える」

座長：久保　千春（中村学園大学 学長）

SL1	 新型コロナウイルス感染症パンデミックを受けて、これからの在宅医療
と病院医療を考える
伊藤　壽記（ 大阪府保健医療財団 大阪がん循環器病予防センター 所長／日本統合

医療学会 理事長）

11：20～12：10 特別講演２　「セルフケアと自宅でできるヨーガ療法」

座長： 平塚　次男（一般社団法人 日本ヨーガ療法学会）

SL2	 セルフケアと自宅でできるヨーガ療法
木村　慧心（一般社団法人 日本ヨーガ療法学会 理事長）

13：30～14：20 特別講演３　「家族を支える医療介護連携」

座長：山田久美子（統合医療研究所 代表／医療法人 俊寿会 理事）
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SL3	 家族を支える医療介護連携
須藤　英仁（群馬県医師会 会長／須藤病院 理事長）

14：40～15：30 特別講演４　「医者が教える最強の温泉習慣」

座長：福沢　嘉孝（愛知医科大学病院 先制・統合医療包括センター 教授）

SL4	 医者が教える最強の温泉習慣
一石英一郎（国際医療福祉大学病院 内科／予防医学センター 教授）

15：50～16：40 特別講演５　「統合医療における心理療法　～森田療法
とマインドフルネス」

座長：北西　　剛（きたにし耳鼻咽喉科／日本アーユルヴェーダ学会 理事長）

SL5	 統合医療における心理療法　～森田療法とマインドフルネス
板村　論子（ピュシス統合医療クリニック）

【第２会場】

10：40～12：00 体験 WS１　「適用範囲が幅広い熱布バックケアの実際」

WS1	 適用範囲が幅広い熱布バックケアの実際　―手軽にできる！　熱布バッ
クケアの具体的な方法の紹介―
河合　桃代（帝京平成大学）

内山　孝子（東京医療保健大学）

大宮　裕子（目白大学）

殿城　友紀（日本赤十字看護大学）

茂野香おる（淑徳大学）

酒井　千恵（日本赤十字看護大学）

川嶋みどり（日本赤十字看護大学／健和会臨床看護学研究所）

13：10～14：30 シンポジウム３　「心地よい時間を創るために自分で行う統合
医療」

座長：松井　弘樹（群馬大学大学院保健学研究科）

SY3-1	 おうちでできる森林浴
岡　美智代（群馬大学大学院保健学研究科）
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SY3-2	 セルフケアに役立つアロマセラピー
桐山　勝枝（高崎健康福祉大学）

SY3-3	 新型コロナウイルスに負けないカラダづくりを！　～お灸によるセルフ
ケアで免疫力UP～
絹村友梨子（育英メディカル専門学校）

SY3-4	 バッチのフラワーレメディーを基にした「根っこメソッド」を用いた
「自分で自分の機嫌をとる」メンタルセルフケアの提案
関根沙耶花（ いやさかリゾートクリニック／ NPO法人 ぐんま Holistic Health 

College／育英メディカル専門学校）

SY3-5	 ヨーガの実践の効果を測る主観的評価尺度
堀越　　香（群馬大学大学院保健学研究科）

14：50～16：10 体験 WS２　「カイロプラクティック体験ワークショップ」

座長：坂部　昌明（明治国際医療大学／ NPO法人 ミライディア 理事）

WS２	 カイロプラクティック体験ワークショップ　～統合医療の中でのカイロ
プラクティックの役割～
吉野　俊司（一般社団法人 全日本カイロプラクティック学会）

【第３会場】

10：30～12：00 シンポジウム１　「災害と統合医療：災害支援に必要な知識と
役割とマナー」

座長・演者：小野　直哉（（公財）未来工学研究所／明治国際医療大学）

　　　　　　坂部　昌明（明治国際医療大学／ NPO法人 ミライディア 理事）

指定発言者：吉田　紀子（社会福祉法人 恩賜財団済生会支部鹿児島県済生会 支部長）

SY1-1	 『災害と統合医療：災害支援に必要な知識と役割とマナー』の趣旨
小野　直哉（（公財）未来工学研究所／明治国際医療大学）

SY1-2	 誰も傷つけない災害時の支援のために
千島佳也子（国立病院機構本部 DMAT事務局）

SY1-3	 災害支援に必要な役割：調整員とは？
大野　龍男（国立病院機構本部 DMAT事務局）

SY1-4	 災害支援時の責任：特に社会的責任の点から
坂部　昌明（明治国際医療大学／ NPO法人 ミライディア 理事）
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13：00～15：00 シンポジウム２　「ファシア：東西医学の架け橋」

座長・演者：小池　弘人（小池統合医療クリニック）

SY2-1	 経穴・経絡を科学する〜ファシアがつなげる西洋医学と東洋医学
須田　万勢（諏訪中央病院）

SY2-2	 「瘀血」からみるファシアの意義とその階層
小池　弘人（小池統合医療クリニック）

SY2-3	 ファシアからみる鎮痛機序の可能性
上馬塲和夫（ フジ虎ノ門整形外科病院・高嶺の森の診療所／ NPO法人 日本アー

ユルヴェーダ協会）

15：20～16：40 体験 WS3　「臨床アロマセラピーの理論と実践」

座長：桐山　勝枝（高崎健康福祉大学保健医療学部看護学科）

WS3	 臨床アロマセラピーの理論と実践
相原　由花（ホリスティックケアプロフェッショナルスクール）

 第２日目：12月18日（日）

【第１会場】

9：10～10：50 シンポジウム４　「自然治癒力を高める看護の力」

座長：川嶋みどり（日本赤十字看護大学）

西山ゆかり（聖泉大学）

SY4-1	 看護における生活行動援助と自然治癒力　—気持ちよいケアが持つ効果―
茂野香おる（淑徳大学看護栄養学部）

SY4-2	 臨床における実践例と経験知から
内山　孝子（東京医療保健大学 東が丘看護学部）

SY4-3	 心と体が癒される時間
川上　貴子（アカシア訪問看護ステーション）

SY4-4	 自然治癒力を高める生活行動援助としての腹臥位
大宮　裕子（目白大学看護学部）
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11：10～12：00 特別講演６　「感染症に負けない体づくりのための健康
登山塾　―群馬県の特徴を活かした健康増進法―」

座長：山本　竜隆（朝霧高原診療所 院長）

SL6	 感染症に負けない体づくりのための健康登山塾　―群馬県の特徴を活か
した健康増進法―
齋藤　　繁（ 群馬大学医学部附属病院 病院長／群馬大学大学院医学系研究科 教授）

13：00～13：50 特別講演７　「認知症の最先端と統合医療： AI と CAM
による統合医療的認知症予防」

座長：蒲原　聖可（神奈川歯科大学大学院統合医療学講座）

SL7	 認知症の最先端と統合医療：AI と CAMによる統合医療的認知症予防
酒谷　　薫（東京大学大学院新領域創成科学研究科人間環境学専攻）

14：10～15：30 体験 WS４　「職場でできるストレス・マネージメント実習法
椅子ヨーガ（アイソメトリック・ブリージング・エクササイズ）」

座長：池田有希子（一般社団法人 日本ヨーガ療法学会）

WS4	 「職場でできるストレス・マネージメント実習法　椅子ヨーガ（アイソメ
トリック・ブリージング・エクササイズ）」
岩崎　寿利（一般社団法人 日本ヨーガ療法学会）

15：40～16：00 閉会式

【第２会場】

9：30～11：10 シンポジウム５　「慢性疾患と統合医療」

座長・演者：伊藤　壽記（ 大阪府保健医療財団 大阪がん循環器病予防センター 所長／日本

統合医療学会 理事長）

SY5-1	 がんの統合医療
伊藤　壽記（ 大阪府保健医療財団 大阪がん循環器病予防センター 所長／日本統合

医療学会 理事長）
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SY5-2	 地域包括ケアシステムにおける生活習慣病と統合医療
鶴岡　浩樹（日本社会事業大学大学院福祉マネジメント研究科／つるかめ診療所）

SY5-3	 新型コロナウイルス感染症罹患後症状（倦怠感、認知機能障害、および
抑うつなどの精神症状）に対する統合医療的アプローチ
岡　　孝和（国際医療福祉大学成田病院）

11：20～12：10 招聘講演　「セルフケアとしての「自己表現の営み」」

IL	 セルフケアとしての「自己表現の営み」
柳田　邦男（ノンフィクション作家）

13：10～14：20 交流集会２　「ACP（アドバンス・ケア・プランニング）とセ
ルフケア」

座長：岡　美智代（群馬大学大学院保健学研究科）

EM2	 ACP（アドバンス・ケア・プランニング）とセルフケア
京田亜由美（群馬大学大学院保健学研究科）

剱持　貴史（群馬大学大学院保健学研究科）

本井　裕二（公益財団法人 丹後中央病院）

松本　光寛（群馬大学大学院保健学研究科）

小林　智美（日高病院 がん看護専門看護師）

14：30～15：30 体験 WS５　「ACP（アドバンス・ケア・プランニング）や意
思決定を支える「聞き書き」体験」

座長：上星　浩子（群馬大学大学院保健学研究科）

WS5	 ACP（アドバンス・ケア・プランニング）や意思決定を支える「聞き書
き」体験
岡　美智代（群馬大学大学院保健学研究科）

高橋さつき（群馬大学大学院保健学研究科）

松本　光寛（群馬大学大学院保健学研究科）

板谷真紀子（医療法人おひさま会 おひさま在宅クリニック）

石倉美穂子（伊勢崎市民病院）
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【第３会場】

9：00～10：20 交流集会１　「実践ジャングルカンファレンス」

代表（ファシリテーター）：小池　弘人（小池統合医療クリニック）

EM1	 交流集会・実践ジャングルカンファレンス
小池　弘人（小池統合医療クリニック）

10：40～12：00 シンポジウム６　「女性（性差）と統合医療」

座長：吉田　紀子（社会福祉法人 恩賜財団済生会支部鹿児島県済生会 支部長）

SY6-1	 女性と統合医療　―歯科の立場から
小山　悠子（医療法人社団明悠会 サンデンタルクリニック 理事長）

SY6-2	 子供たちの未来について統合医療を通して考える
網谷真理恵（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科地域医療学分野）

13：30～15：00 交流集会３　「熱布バックケア」

EM3	 熱布バックケア　―あらゆる健康レベルの人に実践できる自然の回復過
程を整えるケア―
殿城　友紀（日本赤十字看護大学）

茂野香おる（淑徳大学）

辻　　守栄（千葉県救急医療センター）

重見美代子（美須賀病院）

内山　孝子（東京医療保健大学）

河合　桃代（帝京平成大学）

酒井　千恵（日本赤十字看護大学）

大宮　裕子（目白大学）

川嶋みどり（日本赤十字看護大学／健和会臨床看護学研究所）
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PDF 閲覧

一般演題（ポスター）研究発表

P1-01	 病氣は、進化のチャンスだ！　〜「治りやすい人」へと導く「診療前教
育」により、病いは患者のみならず、社会全体を健康にする「幸せの種」
となる〜
田中　　一（きのくに漢方クリニック）

P1-02	 Mメソッドによる生体への影響の調査
後藤　牧子（一般社団法人 ソシオMメソッドヘルスケア事業部）

P1-03	 オゾンの SARS-CoV-2 に対する不活化作用におけるスパイクタンパク質
のオゾン酸化による感染阻害の寄与
中室　克彦（摂南大学名誉教授）

P1-04	 鍼灸臨床における14経の経穴の使用頻度調査　―日本鍼灸師会会員を対
象とした鍼治療における経穴の使用状況―
篠原　昭二（九州看護福祉大学）

P1-05	 催眠についてのイメージと催眠態度の対応関係の性差 その４　―自身が
催眠者である場合の使用目的や利用可能性のテキスト・マイニング―
中谷　智美（甲南大学大学院人文科学研究科）

P1-06	 オゾン療法はCOVID-19に対して有効か　―第３報―
松村　浩道（鎌倉元氣クリニック）

P1-07	 VR デバイスを活用したユーザーフレンドリーなリハビリテーションプロ
グラムの開発と実践
吉岡　聖美（明星大学）

P1-08	 NMN点滴療法における試薬間較差　―当院における成分分析結果から―
村西　寛実（りんくうメディカルクリニック／京都御池メディカルクリニック）

P1-09	 精神科デイケアにおける統合失調症患者の不定愁訴およびストレスに対
する精油を用いたセルフケアの効果の検証
宮森　孝子（マリアズリリーアロマテラピースクール／琉球大学医学部保健学科）

P1-10	 腹式呼吸による自律神経改善効果の検討
齋木　豊徳（福徳永会 医療法人 さいきじんクリニック）

P1-11	 食事・運動・休養習慣質問紙（チャレンジシート）の評価値の妥当性の
検討
内田　誠也（一般財団法人 MOA健康科学センター）
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P1-12	 長期の動画視聴が心身のストレス度に及ぼす影響　―自律神経と唾液中
のストレスマーカーによる検討―
松井　弘樹（群馬大学大学院保健学研究科）

P1-13	 家族を対象とした家族支援としてのヒーリングについての一考察
和辻　雄仁（京都府中丹西保健所）

P1-14	 患者同士が行うアロマハンドマッサージ　〜看護師の視点で観た患者同
士が行う“触れる”ケアの効果〜
砂口　絹子（医療法人清風会 茨木病院）

P1-15	 ヒーリングタッチにおけるプラセボ研究の文献レビュー
桐山　勝枝（高崎健康福祉大学）

P1-16	 不可抗力な被災におけるヨーガ療法による心の成長の検証
村上　里子（東洋大学大学院総合情報学研究科）

P1-17	 シークワーサー由来ノビレチン高含量サプリメントによる高齢者認知機
能の改善効果
山田　静雄（静岡県立大学大学院薬食研究推進センター）

P1-18	 ギリシャ、南アジア、東アジアの伝統医学における食事療法の共通点
関　　隆志（高嶺の森の診療所／フジ虎ノ門整形外科病院 東洋医学総合診療科）

P1-19	 ヨーガにおけるスピリチュアル尺度の文献レビュー：英語文献を対象と
して
堀越　　香（群馬大学大学院保健学研究科）

P1-20	 COVID-19パンデミック下における医学生の共感性（エンパシー）に対
するプロフェッショナリズム教育の影響：対面授業とオンライン授業の
比較
時信亜希子（岡山大学病院）

P1-21	 オンラインによるタッピングタッチのセルフケア・プログラムの効果９　
―不眠の各側面に対する改善効果とその持続性の検討―
大浦　真一（東海学院大学人間関係学部）
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一般演題（ポスター）症例発表

P2-01	 新型コロナウイルス関連の病状に対するバイオレゾナンスを軸とした統
合医療での診断・治療の有効性
森嶌　淳友（表参道ウェルネス統合医療クリニック）

P2-02	 黄帝内経の健康理念と処方による悪性神経膠腫再発後再増大患者改善一
例報告
陶　　恵栄（陶氏診療院・漢方アロマ療養師育成校株式会社）

P2-03	 慢性的な下痢症状に対する鍼灸治療とセルフケアの１症例
小田切耕平（専門学校沖縄統合医療学院 鍼灸学科）

P2-04	 歯科口腔領域の難治性の麻痺・疼痛に対する鍼灸治療の有効性について
荻野　杏理（医療法人社団 明徳会 福岡歯科鍼灸マッサージ治療院 RIM）

P2-05	 タッチケアとコロナ後遺症
臼井　幸治（銀座レンガ通りクリニック）

P2-06	 鍼灸・漢方とセルフケアで数年来の不眠が改善した一症例
山内　晶子（御幸病院 統合医療センター）

P2-07	 肋骨間の疼痛がカイロプラクティックで改善できた一症例
長尾　正博（一般社団法人 全日本カイロプラクティック学会）

P2-08	 大腸がん手術後の便意に伴う痛みがカイロプラクティックで軽減した一
症例
吉野　俊司（一般社団法人 全日本カイロプラクティック学会）

P2-09	 カイロプラクティックでベーチェット病の結節性紅斑様皮疹と関節炎に
よる疼痛の緩和に著効を示した１症例
松本　吉正（aikane／一般社団法人 全日本カイロプラクティック学会）

P2-10	 カイロプラクティックで姿勢改善し、認知機能の回復が見られた一症例
松本　吉正（aikane／一般社団法人 全日本カイロプラクティック学会）

P2-11	 当院におけるホメオパシー症例の検討
島袋　　史（ゆいクリニック）

P2-12	 ホメオパシー終了以後の長期経過の報告
小林　圭子（小林クリニック）

P2-13	 通常の治療法に注腸オゾン療法（RI）を併用することで救命し得た重症
肺炎の一例
上村　晋一（阿蘇立野病院）

―　　―147



P2-14	 犬と猫における少量自家血液オゾン療法
清水　無空（アカシア動物病院）

P2-15	 カイロプラクティックで改善した膝の状態が運動指導で維持できた一症
例
山崎　善秀（一般社団法人 全日本カイロプラクティック学会）

P2-16	 自閉スペクトラム症に対するアーユルヴェーダヘッドマッサージを組み
込んだ音楽療法の効果　～ドイツ振動医学バイオレゾナンス評価による
検討～
福田　ゆみ（医療法人 清博会 野瀬歯科・統合医療研究所）

一般演題（ポスター）事例報告

P3-01	 育英メディカル専門学校における予防医学療法士育成の取り組み
関根沙耶花（育英メディカル専門学校／いやさかリゾートクリニック／ NPO法人 

ぐんま Holistic Health College）
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